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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】体温、心拍、環境温度、環境湿度の検知データ
に対して、センサと統合型コントローラの作業分担処理
を介して、比較的複雑な演算を行い、全体的な演算効率
を高める性能が備えることができる検知伝送システムを
提供する。
【解決手段】検知伝送システムであり、１つの着用に供
する織物１０と、少なくとも１つのセンサ２０及び１つ
の統合型コントローラ３０を結合させた。当該センサ２
０のセンサチップ２１を介して検知データの収集を行い
、収集した検知データの分析整理とデータ演算をマイク
ロコントローラユニット２２が行ってから、分析整理と
データ演算を経た検知データを導線３１を介して当該統
合型コントローラ３０の演算処理ユニット３２に伝送す
ることで、データ整理と分析計算が行われる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
１つの着用に供する織物、
センサが当該織物に結合し、そして当該センサ内に、少なくとも１つのセンサチップ及び
少なくとも１つのマイクロコントローラユニットを設け、なおかつ当該センサチップが当
該マイクロコントローラユニットと接続することで、当該センサチップを介して検知デー
タの収集を行い、収集した検知データの分析整理とデータ演算を当該マイクロコントロー
ラユニットが行う、少なくとも１つのセンサ、
及び、
当該統合型コントローラが当該織物に結合し、そして当該統合型コントローラが、少なく
とも１つの導線と少なくとも１つの演算処理ユニットを設け、なおかつ当該導線が当該演
算処理ユニットと接続し、更に当該導線が当該織物に設けられることで、当該少なくとも
１つのセンサと接続する状態を形成し、それにより当該センサのマイクロコントローラユ
ニットが、行った検知データの分析整理とデータ演算の資料を当該導線を介して当該統合
型コントローラの演算処理ユニットに伝送し、更に当該統合型コントローラの演算処理ユ
ニットを介してデータ整理と分析計算が行えるようになる、１つの統合型コントローラ、
を含む、１種の検知伝送システム。
【請求項２】
そのうち当該統合型コントローラが、更には少なくとも１つの外部機器と接続し、そして
当該統合型コントローラが、１つの伝送モジュールを設け、なおかつ当該外部機器内に、
１つの伝送モジュールと１つの保存ユニットを設け、それにより当該統合型コントローラ
の伝送モジュールが当該外部機器の伝送モジュールと互いに連結できるようにすることで
、当該統合型コントローラの演算処理ユニットが行ったデータ整理と分析計算の資料を当
該外部機器の保存ユニットに伝送して保存できるようにし、それにより当該外部機器が当
該保存ユニット内に保存された資料を読み取ることで、ビッグデータ分析と資料応用が行
えるようになる、請求項１に記載の検知伝送システム。
【請求項３】
そのうち当該外部機器が、更にはインテリジェント型携帯機器、インテリジェント型リス
トバンド、パソコン、タブレット、サーバ又はクラウドサーバのうちのいずれか１種であ
り、そして当該統合型コントローラの伝送モジュールと当該外部機器の伝送モジュールが
更には有線方式又は無線方式を導入して連結し、なおかつ当該無線方式がブルートゥース
システム、赤外線システム、ワイヤレスＬＡＮシステム又はワイファイシステムのうちの
いずれか１種である、請求項２に記載の検知伝送システム。
【請求項４】
そのうち当該統合型コントローラの導線が、更には１本の状態で現れ、そして当該１本の
状態で現れる導線が当該着用に供する織物内に巻きつく形で設けられることができ、なお
かつ当該１本の状態で現れる導線が複数個のセンサに接続できる、請求項１に記載の検知
伝送システム。
【請求項５】
そのうち当該統合型コントローラの導線が、更には複数本を設け、そして当該複数本の導
線が当該着用に供する織物内に分布し、なおかつ当該複数本の導線がそれぞれ１つのセン
サと接続する、請求項１に記載の検知伝送システム。
【請求項６】
そのうち当該統合型コントローラの導線が、更には１組の電源ケーブルと１組の信号ケー
ブルを含むことで、当該電源ケーブルを介して電力を当該センサに伝送して使用させ、当
該信号ケーブルを介して当該統合型コントローラと当該センサの資料を伝達する、請求項
１に記載の検知伝送システム。
【請求項７】
そのうち当該センサが更には１つのアナログ－デジタル変換チップを設けることで、当該
センサのマイクロコントローラユニットが行った検知データの分析整理とデータ演算につ
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いてアナログ信号とデジタル信号の変換を行う、請求項１に記載の検知伝送システム。
【請求項８】
そのうち当該センサのセンサチップが更には体温センサチップ、心拍センサチップ、血圧
センサチップ、皮膚湿度センサチップ、環境温度センサチップ、環境湿度センサチップ、
紫外線センサチップ、微小粒子状物質センサチップ、電磁波センサチップ又は加速度セン
サセンサチップのうちのいずれか１種である、請求項１に記載の検知伝送システム。
【請求項９】
そのうち当該センサのセンサチップが更には第１エリアチップと第２エリアチップに分け
て設けられ、なおかつ当該第１エリアチップと第２エリアチップがそれぞれ体温センサチ
ップ、心拍センサチップ、血圧センサチップ、皮膚湿度センサチップ、環境温度センサチ
ップ、環境湿度センサチップ、紫外線センサチップ、微小粒子状物質センサチップ、電磁
波センサチップ又は加速度センサセンサチップのうちの１種から選ばれることで、それぞ
れ異なる検知データが収集できる、請求項１に記載の検知伝送システム。
【請求項１０】
そのうち当該検知データが更には内部身体信号又は外部環境信号であり、そして当該内部
身体信号が生理信号であり、なおかつ当該生理信号が体温、心拍、脈拍又は皮膚湿度のう
ちのいずれか１種であり、更に当該外部環境信号が環境温度、環境湿度、紫外線指数、微
小粒子状物質濃度又は電磁波強度のうちのいずれか１種である、請求項１に記載の検知伝
送システム。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は１種の検知伝送システムに関わり、特に１種の検知データ伝送機能を備える服
飾又はスマートウェアに運用されるものを指す。
【背景技術】
【０００２】
　ここ最近の間に、科学技術製品は日進月歩の発展を遂げており、電子リストバンド又は
電子携帯機器内に検知器を設置することで人体の脈拍又は心拍の検出を行い、それにより
人体の健康状態を把握し始めるようになった。
【考案の概要】
【０００３】
　そして上記の電子リストバンド又は電子携帯機器のほかにも、服飾にも検知器を設置す
ることで心拍の生理面での検出を行うようになり始めた。しかしこれらの検出は全て単に
単一的なものにすぎず、なおかつ簡単な方法で、検出したローデータを他の機器に伝送し
てから、検出したローデータを他の機器のディスプレイを介して表示することしかできな
い。そのため服飾では、これらの検出したローデータを、即座に、更なる形では演算分析
と利用が行えていない。
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の主な目的は、１種の検知伝送システムを提供することにあり、１つの着用に供
する織物、少なくとも１つのセンサ及び１つの統合型コントローラを結合させた設計を含
み、それが主に当該センサのセンサチップを介して検知データの収集を行い、収集した検
知データの分析整理とデータ演算を当該マイクロコントローラユニットが行い、分析整理
とデータ演算を経た検知データを当該導線を介して当該統合型コントローラの演算処理ユ
ニットに伝送することで、データ整理と分析計算が行われる。
【０００５】
　本考案の別の目的は、１種の検知伝送システムを提供することにあり、当該統合型コン
トローラが少なくとも１つの外部機器と接続することで、当該統合型コントローラの演算
処理ユニットが行ったデータ整理と分析計算の資料を当該外部機器の保存ユニットに伝送
して保存することができ、それにより当該外部機器が当該保存ユニット内に保存された資
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料が読み取れるようになることで、ビッグデータでの分析と資料応用が行える。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案は、１種の検知伝送システムを提供することにあり、１つの着用に供する織物、
少なくとも１つのセンサ及び１つの統合型コントローラを結合させた設計を含み、それが
主に当該センサのセンサチップを介して検知データの収集を行い、収集した検知データの
分析整理とデータ演算を当該マイクロコントローラユニットが行い、分析整理とデータ演
算を経た検知データを当該導線を介して当該統合型コントローラの演算処理ユニットに伝
送することで、データ整理と分析計算が行われる。それにより、当該センサと当該統合型
コントローラによる作業分担処理を通じることで、比較的複雑な演算を行い、それにより
全体的な演算効率を高め、更に進んで全体的な実用性を増やせることにある。
【０００７】
　本考案の別の目的は、１種の検知伝送システムを提供することにあり、当該統合型コン
トローラが少なくとも１つの外部機器と接続することで、当該統合型コントローラの演算
処理ユニットが行ったデータ整理と分析計算の資料を当該外部機器の保存ユニットに伝送
して保存することができ、それにより当該外部機器が当該保存ユニット内に保存された資
料が読み取れるようになることで、ビッグデータでの分析と資料応用が行え、それにより
、評価又は予測するメッセージが事前に提供できるようになることで、身体の生理的変化
又は服装の改善などに注意を促し、それによりそれが高い商業的価値の効果を備え、更に
進んで全体的な利便性を増やすことにある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の主なシステムのシステムブロック図である。
【図２】本考案の立体外観表示図である。
【図３】本考案の第２種導線の実施表示図である。
【図４】本考案が外部機器と接続している状態を示すシステムのシステムブロック図であ
る。
【図５】本考案と外部機器が伝送を行っている状態を示す立体外観表示図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　図１から図５までを参照いただきたい。これらは本考案実施例の表示図である。本考案
の検知伝送システムの最良の実施形態は検知データ伝送を備える服飾又はスマートウェア
に運用し、それにより作業分担処理をすることで、比較的複雑な演算を行う機能を備えて
全体的な演算効率を高め、なおかつ演算処理を経た資料をビッグデータ分析と資料応用に
使うことで、評価又は予測するメッセージを事前に提供して、身体の生理的変化又は服装
の改善などに注意を促せるようになり、それによりそれが高度な商業的価値の効果を備え
ることである。
【００１０】
　そして本考案の検知伝送システムの主なシステムは、１つの着用に供する織物１０、少
なくとも１つのセンサ２０及び少なくとも１つの統合型コントローラ３０を含む（図１に
示す通り）。そのうち当該着用に供する織物１０は衣服、ズボン、手袋、靴下、帽子、覆
面、下着、ベスト又は編み合わせ体に着用できる他の織物１０を含み、なおかつ当該上記
の織物１０は人が着用するもののほかにも、犬、猫又は生命を備えた他の動物に着用させ
る織物１０を含むこともできる。そして当該センサ２０は当該織物１０に結合し、更に当
該統合型コントローラ３０も当該織物１０に結合する（図２に示す通り）。そのうち当該
結合方式は縫合、超音波、熱融合又は接着剤のうちのいずれか１種の方式により織物１０
の外層又は内層に結合し、それにより当該センサ２０又は当該統合型コントローラ３０が
便利に使用できるものである。
【００１１】
　更に当該上記のセンサ２０は、少なくとも１つのセンサチップ２１及び少なくとも１つ
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のマイクロコントローラユニット２２を設け、なおかつ当該センサチップ２１は当該マイ
クロコントローラユニット（ＭＣＵ）２２と接続する（図１に示す通り）。なおかつ当該
センサ２０のセンサチップ２１は体温センサチップ、心拍センサチップ、血圧センサチッ
プ、皮膚湿度センサチップ、環境温度センサチップ、環境湿度センサチップ、紫外線セン
サチップ、微小粒子状物質（ＰＭ２．５）センサチップ、電磁波センサチップ又は加速度
センサ（Ｇ－Ｓｅｎｓｏｒ）センサチップのうちのいずれか１種であり、当該センサチッ
プ２１を介して検知データの収集を行う。そのうち当該検知データは内部身体信号又は外
部環境信号である。そして当該内部身体信号は生理信号であり、なおかつ当該生理信号は
体温、心拍、脈拍又は皮膚湿度のうちのいずれか１種である。更に当該外部環境信号は環
境温度、環境湿度、紫外線指数、微小粒子状物質（ＰＭ２．５）濃度又は電磁波強度のう
ちのいずれか１種である。更には収集した検知データの分析整理とデータ演算を当該マイ
クロコントローラユニット（ＭＣＵ）２２が行う。例えば、体温の生理信号により検出し
た検知データが３８度の場合には、先に当該検知データと事前に設定したデフォルト値（
３６度）に対して演算での分析比較を行い、デフォルト値を超えたか否かを確認する。
【００１２】
　そして上記当該センサ２０のセンサチップ２１の別の実施形態は第１エリアチップ２１
１と第２エリアチップ２１２（図４に示す通り）を分けて設けるものであり、当該第１エ
リアチップ２１１と第２エリアチップ２１２は異なるチップを一緒に結合しても、同じチ
ップにおいて分割して使ってもよい。そして当該第１エリアチップ２１１と第２エリアチ
ップ２１２はそれぞれ体温センサチップ、心拍センサチップ、血圧センサチップ、皮膚湿
度センサチップ、環境温度センサチップ、環境湿度センサチップ、紫外線センサチップ、
微小粒子状物質（ＰＭ２．５）センサチップ、電磁波センサチップ又は加速度センサ（Ｇ
－Ｓｅｎｓｏｒ）センサチップのうちの１種から選ばれる。こうして例えば、内部身体信
号と外部環境信号を同時に検知するように、それぞれ異なる検知データを収集し、当該マ
イクロコントローラユニット（ＭＣＵ）２２に分析整理とデータ演算用として提供できる
。
【００１３】
　更には、上記の当該統合型コントローラ３０は、少なくとも１つの導線３１と少なくと
も１つの演算処理ユニット（ＣＰＵ）３２を設け、なおかつ当該導線３１は当該演算処理
ユニット（ＣＰＵ）３２と接続し、更に当該導線３１は当該織物１０に設けられることで
、当該少なくとも１つのセンサ２０と接続する状態を形成する（図２に示す通り）。その
うち当該導線３１は編み合わせ、超音波、熱融合又は接着剤のうちのいずれか１種の方式
により、当該織物１０の外層又は内層に結合する。なおかつ当該導線３１は１組の電源ケ
ーブル３１１と１組の信号ケーブル３１２又は複数組の電源ケーブル３１１と信号ケーブ
ル３１２を含む。そして当該導線３１は金属繊維又は金属ケーブルで構成されていてもよ
く、当該統合型コントローラ３０内に少なくとも１つの電源ユニットを設ける場合には（
図に記載なし）、当該電源ケーブル３１１を介して電力を当該センサ２０に伝送して使用
させ、当該信号ケーブル３１２を介して当該統合型コントローラ３０と当該センサ２０の
資料を伝達する。それにより当該センサ２０のマイクロコントローラユニット２２は、行
った検知データの分析整理とデータ演算の資料を当該導線３１を介して当該統合型コント
ローラ３０の演算処理ユニット（ＣＰＵ）３２内に伝送する（図１に示す通り）。更に、
当該統合型コントローラ３０の演算処理ユニット（ＣＰＵ）３２を介してデータ整理と分
析計算が行われる。更に当該センサ２０は、１つのアナログ－デジタル変換チップ（Ａｎ
ａｌｏｇ－ｔｏ－ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）２３を設けることで（図４に示
す通り）、当該センサ２０のマイクロコントローラユニット２２が行った検知データの分
析整理とデータ演算についてアナログ信号とデジタル信号の変換を行うことで信号の伝送
が便利に行えるようにする。
【００１４】
　更に、当該上記の導線３１は設計上は２種類に分けることができる。そのうち第１種は
当該導線３１が複数本を設け、そして当該複数本の導線３１が当該着用に供する織物１０
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内に分布し、なおかつ当該複数本の導線３１がそれぞれ１つのセンサ２０に接続すること
で（図２に示す通り）、接続しているセンサ２０の資料をそれぞれが当該統合型コントロ
ーラ３０の演算処理ユニット（ＣＰＵ）３２に伝達することができる。更に当該第２種は
当該導線３１が１本の状態で現れる。そして当該１本の状態で現れる導線３１は当該着用
に供する織物１０内に巻きつく形で設けられることができる。なおかつ当該１本の状態で
現れる導線３１は複数個のセンサ２０と接続することで（図３に示す通り）、接続してい
るセンサ２０の資料を同じ導線３１において当該統合型コントローラ３０の演算処理ユニ
ット（ＣＰＵ）３２まで伝達することができる。第１種の方式であるか、第２種の方式で
あるかに関わらず、共に当該統合型コントローラ３０の演算処理ユニット（ＣＰＵ）３２
を介してデータ整理と分析計算が行われる。例えば、導線３１を介して伝送されてくる体
温、心拍、環境温度、環境湿度の検知データに対して、時間順に配列整理を行い、伝送さ
れてくる検知データと前回の検知データの計算分析を行うことで、何らかの変化が起こっ
たか否かを判断する。それにより、当該センサ２０と当該統合型コントローラ３０の作業
分担処理を介して比較的複雑な演算を行い、それにより全体的な演算効率が高められる。
【００１５】
　最後に、当該統合型コントローラ３０は少なくとも１つの外部機器４０と接続し、そし
て当該外部機器４０はインテリジェント型携帯機器４０１、インテリジェント型リストバ
ンド４０２、パソコン、タブレット４０３、サーバ４０４又はクラウドサーバのうちのい
ずれか１種である（図５に示す通り）。そのうち当該統合型コントローラ３０は１つの伝
送モジュール３３を設け、そして当該外部機器４０内には１つの伝送モジュール４１と１
つの保存ユニット４２を設け、それにより当該統合型コントローラ３０の伝送モジュール
３３が当該外部機器４０の伝送モジュール４１と互いに連結できるようにする（図４に示
す通り）。そして当該統合型コントローラ３０の伝送モジュール３３と当該外部機器４０
の伝送モジュール４１は有線（Ｃａｂｌｅ　Ｌｉｎｅ）方式又は無線方式を導入して連結
し、なおかつ当該無線方式はブルートゥース（登録商標）システム（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標））、赤外線システム（ＩＲ）、ワイヤレスＬＡＮ　（ＷＬＡＮ）又はワイフ
ァイシステム（ＷＩ－ＦＩ）のうちのいずれか１種であり、当該統合型コントローラ３０
の演算処理ユニット（ＣＰＵ）３２が行ったデータ整理と分析計算の資料を当該外部機器
４０の保存ユニット４２に伝送し保存することができる。それにより当該外部機器４０は
当該保存ユニット４２内に保存された資料を読み取り、ビッグデータ分析と資料応用を行
うことで、評価又は予測するメッセージを事前に提供し、それにより身体の生理的変化又
は服装の改善などに注意を促し、それによりそれが高度な商業的価値の効果を備えるよう
にする。
【符号の説明】
【００１６】
１０　織物
２０　センサ
２１　センサチップ
２２　マイクロコントローラユニット
２３　アナログ－デジタル変換チップ
３０　統合型コントローラ
３１　導線
３２　演算処理ユニット
３３　伝送モジュール
４０　外部機器
４１　伝送モジュール
４２　保存ユニット
２１１　第１エリアチップ
２１２　第２エリアチップ
３１２　信号ケーブル
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３１１　電源ケーブル
４０１　インテリジェント型携帯機器
４０２　インテリジェント型リストバンド
４０３　タブレット
４０４　サーバ

【図１】 【図２】
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